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■　平成29年度通常総会及び公開セミナーを開催
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■　シリーズ「ものづくり補助金活用事例紹介」
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2 山口県の中小企業 （2017年９月号）

シリーズ

山口県中小企業団体中央会青年部とは
　山口県中小企業団体
中央会青年部は、昭和
53年に設立した山口県
中小企業団体青年部協
議会を引き継ぎ、平成
４年７月３日に発足し
ました。中央会青年部は、
中小企業並びに組合の
次代を担う後継者の育
成を目指し、これら青年層の力を結集し、清新なる
エネルギーを導入することによって、中小企業の組
織化、組合青年部活動等を積極的に推進し、もって、
中小企業の振興に寄与することを目的としており、
運営は会員一人一人の手で行われております。
　主な事業として、青年部研修会の開催や青年部研
究会への助成、青年部交流会の開催、県大会の開催、
情報提供事業、福利厚生事業等々多岐に亘る事業を
実施しております。

今年は７月27日に総会並びに交流会を開催
　７月27日㈭に
は、総会並びに
県交流会を開催
し、総会後の講
演会では、アン
ディ中村氏を講
師に招聘し、「嫌
いな人がいなくなる！アンディ中村流おもしろ職場
コミュニケーション術」と題して、苦手な人に見せ
る手のしぐさや顔と身体のしぐさ、苦手な人の話を
聴く方法や心をつかむ話し方等々を実践を交えてお
話頂きました。また、講演会後の懇親会では、青年
部の会員同士の交流や中国ブロック青年中央会のメ
ンバーである中国５県の青年部会長との交流もあり、
ビジネス連携やマッチング等々の話しで大いに盛り
上がりました。

青年部の１年間の活動内容
　青年部では、設立当初の目的や総会の事業計画に
もとづいて、様々な事業を展開しています。まず、
「青の力コラモーション事業」として、山口総合ビ

ひろげよう青のきずな　点から線へそして面へ

ジネスメッセにおい
て青年部として出展
し、関連組合のコラ
ボによる商品・サー
ビスの紹介、青年部
活動の普及啓発、青
年部同士、組合関係
者の出会いの場の提
供をしています。ま
た、「親睦交流事業」
として、青年部行事
等へ快く送り出して
くださる家族・社員
の皆さまへの感謝を
示すとともに会員相
互の交流と親睦をは
かるため「りんご狩
り＆バーベキュー大
会」を企画運営し、
大人から子供まで楽
しめるゲームの実施
や参加者プレゼント
等を行っています。
さらには、「次世代
育成研修会」として、「プレゼンテーション力（伝
える力）のスキルアップセミナー～コツが分かれば
プレゼンが変わる！～」を開催したり、「県大会」
として、青年部活動事例やがんばる地域の組合連携
事例を発表して貰い、会員相互の事例研究に努める
等、様々な活動を実施しております。
　今年度も、同様の研修会等々を昨年度とは違った
視点から開催し、会員相互の連携や中小企業の振興
を図る事を目的に事業を推進して参ります。

山口県中小企業団体中央会青年部

【組合概要】
　○　会　長：山田　泰史（山口県電気工事工業組合青年部）
　○　住　所：山口市中央４丁目５番16号
　○　☎ 083‒922‒2606  FAX 083‒925‒1860
※ 今年の９月１日より青年部代表者の呼称を「部長」
から「会長」へ変更しました。

山口県中小企業団体中央会青年部

いま、これを伝えたい！
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『中小企業組合検定試験』にチャレンジ!!

『中小企業組合検定試験』に チャレンジ!!

組合運営問題
　次の文章は、組合の共同事業について述べたものである。文中の ① から ⑤ は下記語群のア
からシより、 ⑥ から ⑩ は下記語群のタからヒより、それぞれ最も適切な語句を選び、その記
号を記入しなさい。

Ｑ１．　 共同事業の運営に当たっては、市価を基準として行い、組合員への剰余金の還元は ① 配当を
活用する。

Ｑ２． 　共同販売事業において買取販売を行う場合には、組合は外部の取引先に対して一般企業と同様の経営
姿勢が求められるため、顧客のニーズに合わせて組合員外からも物品を仕入なくてはならない場合も考
えられるので、 ② の範囲において、この点にも十分留意する必要がある。

Ｑ３． 　共同購買事業において、仕入の対象となる商品は、組合事業の性格上、 ③ 性、優劣性、廉価
性を兼ね備えたものでなければならない。

Ｑ４． 　 共同受注事業において組合が一括受注を行う場合は、受注契約者としての能力、関連法規の遵守、
④ の方法に留意する必要がある。

Ｑ５ ．官公需適格組合が工事を施工するにあたっては、共同施工方式または ⑤ 施行方式のいずれかの
方法をとる必要がある。

Ｑ６ ．手形割引とは、組合員が商取引において受取った手形を、その満期前に組合へ持参し、組合はこの手形
について期日までの利息その他の手数料を手形金額から差し引いてその残額を引き渡すものである。そし
てその差し引かれるべき金額は、 ⑥ と呼ばれる。

Ｑ７ ．金融事業を実施する際には、企業面、 ⑦ 面、債権保全面から調査を行う。 ⑦ 面の調査
とは、申込先の所要資金計画を把握して、現在の業況や将来計画からみて必要かつ適切な資金か、

⑧ 等からみて妥当な金額であるかを検討することである。
Ｑ８ ．質権とは、その目的物を ⑨ の手許に留め置き、債務が返済されない場合は、目的物を処分して

優先弁済を受ける担保権である。
Ｑ９ ．金融事業として貸付を実行する際には、貸付先等（法人に限る）の事業目的や行為能力などを確認する

ために、商業登記簿謄本・抄本、 ⑩ を徴求する。

　いま、中小企業組合には、ガバナンスの充実が求められており、広く社会の信頼を高め、社会的責任を
果たすには、組合運営の経験と専門知識を備えた人材が必要です。組合の業務を執行する役員、実務を担
う職員の方々すべてに挑戦していただきたい資格です。
　平成28年12月に実施された問題（抜粋）を掲載しますので、“あなたのチャレンジをお待ちしています。”

〔①から⑤の語群〕
ア．斡旋　　　　　　　イ．組合規約　　　ウ．適法　　　　　　　　　エ．出資
オ．事業利用分量　　　カ．分担　　　　　キ．員外利用の制限以内　　ク．検査
ケ．流通　　　　　　　コ．従事分量　　　サ．通常　　　　　　　　　シ．単独

〔⑥から⑩の語群〕
タ．債権者　　　　　チ．割引料　　　　　ツ．返済能力　　　　テ．保証料
ト．定款　　　　　　ナ．法制　　　　　　ニ．債務者　　　　　ヌ．印鑑証明書
ネ．資金効率　　　　ノ．資金使途　　　　ハ．利用実績　　　　ヒ．納税証明書
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『中小企業組合検定試験』にチャレンジ!!

【解答】　①：オ　　②：キ　　③：ウ　　④：ク　　⑤：カ　　⑥：チ　　⑦：ノ　⑧：ツ　　⑨：タ　　⑩：ト

※テキスト、受験講習会等のお問い合わせは、
　山口県中小企業団体中央会　連携支援第二課　藤井・田中　☎083-922-2606
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組合等ニュース紹介

　７月22日、山口県印刷工業組合青年部（増山真吾
青年部会長）が中心となり、本会の組合等活性化支
援事業を活用した「技術セミナー」を開催しました。
当日は、『DTPデザインの悩みを減らす処方箋』と
題して、有限会社樋口デザイン事務所樋口泰行代表
を講師に招き、組合員企業のデザイナーやDTPオペ
レーター等約80名が参加して、DTPデザインの更な
る技術向上を目指し研修をしました。日頃の業務に
役立つ内容であったため、参加したデザイナー等か
らは大変好評であり、質疑応答でも多くの質問が寄
せられました。

「技術セミナー」を開催
山口県印刷工業組合

 （理事長　藤田　良郎）

　７月22日、本会の組合等活性化支援事業を活用し、
「防火壁装＆防炎業務講習会」を開催しました。林
講師は、防火壁装材料は、下地材及び施工方法との
組合せによって得られた防火性能により防火材料に
認定されているものであり、カーテン、緞帳などが
消防法の規制を受けるようになってから同法が数回
改正され、製品の多様化、防火対象物の複合化等が
防炎業務内容を複雑にしており、加えて施工者の責
任も事故があるたびに注目を浴びる。業務に携わっ
ている事業者に、再確認して欲しい。」と強調され
ました。

防火壁装＆防炎業務講習会を開催
山口県室内装飾事業協同組合

 （理事長　古野　訓章）

　７月22日、山口県鉄構工業組合青年部（西本佳展
青年部会長）では、本会の組合等活性化支援事業を
活用し、常温亜鉛めっきローバル工法を学ぶ講習会
を開催しました。ローバル工法研究会事務局長の遠
嶋良輔氏より「一般的塗料は外気に触れなくする環
境遮断により防錆性を獲得しているが、ローバル工
法は亜鉛が鉄より先に錆びる特性により錆を防いで
いる。このため多孔性であり乾きやすい。製品特性
を理解し使い分けをして欲しい。」との説明があり、
その後、塗料塗布や錆び落としなど実演講習と内容
確認のテストを行いました。

ローバル工法習得講習会を開催
山口県鉄構工業組合

 （理事長　益田　和男）

　８月２日、本会の組合等活性化支援事業を活用し、
「受動喫煙対策」の講習会を開催しました。医療法
人博愛会宇部記念病院長の小田悦郎氏より「タバコ
の煙には四千種類を超える化学物質が含まれ、ニコ
チン分解のために多量の活性酸素が発生、同時に多
量にビタミンCが消費され、コラーゲン生成阻害、
しみそばかすの発生、免疫の低下など引き起こす。
タバコの煙の粒子はPM2.5よりも小さい1.0㎛以下
で肺の奥深くまで浸透し、喫煙者本人の呼気にも残
り他者への影響も大きい。」との説明があり、山口
労働基準監督署安全衛生課長の藤原康英氏より「受
動喫煙対策の取り組み対する助成制度を活用してほ
しい。」とのお話がありました。

「受動喫煙対策」を学ぶ
山口県中部砕石協同組合

 （理事長　塔野　功）
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シリーズ「企業組合商品紹介」

“食に関わる” 企業組合商品紹介

平成29年度通常総会及び公開セミナーを開催

　８月22日㈫、山口市「山口グランドホテル」で平成29年度通常総会を開催しました。八塚会長の開会挨
拶に続いて議案の審議に入り、すべて原案通り可決承認されました。なお、役員改選があり八塚会長が再
任されました。
　続いて、株式会社ＮＣネットワークの内原康雄代表取締役より、「挑戦する製造業のブランド＆マーケ
ティング戦略」をテーマにセミナーがありました。セミナーでは、製造業向けネットワークサービスを展
開し、各種工場の全てのニーズに応えるコンテンツを展開している内原氏より製造業のブランディングと
マーケティング戦略に必要なノウハウについて説明があり参加者は熱心に聞き入っていました。
　その後懇親交流会に移り、参加者同士の交流並びに情報交換を行いました。

＜新役員名簿＞
役　職 氏　名 所属組合
会　長 八塚　和弘 新南陽鉄工団地協同組合
副会長 山田　義裕 宇部鉄工業協同組合
副会長 東　　佳範 山口県表面処理工業会
理　事 弘中　善昭 日立笠戸協同組合
理　事 羽嶋　　等 防府鉄工業協同組合
理　事 武永　敏博 長門鉄工業協同組合
監　事 小林　英三 エレマ協同組合

山口県中央会鉄工組合連絡協議会

　企業組合あぶホームメイドは、ふるさとの阿武

町を元気にしたい、私たち自身も生き生きしたい、

ふるさとの特産品で何かできることはないかしら

…。そんな思いから誕生しました。阿武町内に住

むＪＡ女性部員を中心に阿武町を中心とした特産

農産物を原料にした加工品を製造しています。

　今回は、そんな企業組合あぶホームメイドの看

板商品である「キウイジャム」を紹介します。

◆キウイジャム
　この商品は、阿
武町の特産品の一
つであるキウイを
活用して、山口県
立奈古高等学校が
開発した「緑きら
めき製法」（キウ
イフルーツの魅力
の１つである鮮や
かな緑色は、加熱
をすると黄褐色に
変色してしまう
為、緑色のジャム
を加工する事が出来なかったが、高校が独自で開発し、
鮮やかな緑色の保持することに成功）を利用した、キウ
イ本来の鮮やかな緑色を活かしたジャムです。
　このキウイジャムは、阿武町の道の駅「道の駅阿武町」
や萩市の道の駅「萩往還」で販売していますので、是非、
ご賞味下さい。

組
合
概
要

組合名　企業組合あぶホームメイド
住　所　阿武郡阿武町大字奈古2249

キウイジャム

企業組合あぶホームメイド 阿武郡
阿武町
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ものづくり補助金活用事例紹介

平成26年度補正
（形　　態）　　ものづくり技術
（事業類型）　 　試作開発＋設備投資
（会社概要）　 　当社は昭和43年９月創業。ポリエ

チレンパイプ製造販売を行っていま
す。主力製品のスパイラル管は土木
工事、スーパー管は農業土木工事
の給排水管として、JIS規格管は上下水道や簡易水道、工業排水等の送水用管等
として利用されています。

（事業概要）　 　ポリエチレンパイプは、耐蝕・耐薬品性、可撓性、剛性、耐寒性等に優れ、
軽量で取り扱いが容易、また、ステンレス等と比較すると安価なため、様々
な用途への活用が期待されています。

　　　　　　 　本事業では、土木用のパイプよりも切断面の角
度、長さの許容差などの高い加工精度と見た目の
良さが求められる工業用パイプ製造のため、ロー
タリー式パイプ切断機を導入し、バリ取り、ブロ
アー、運搬、鏡面仕上げの後工程の省略と、品質

向上とを同時
に達成するこ
とができまし
た。

「ものづくり補助金活用事例紹介」シリーズ その51

代表取締役
嶋村　理郎 氏

　試作品を顧客に提示したところ高い評価を
受けることができ、生産性についても、大きく
改善が図られました。今後も、他素材と比べて
非常に劣化が少ないというポリエチレンの特
長を生かして、ポリエチレンパイプの新用途の
開発に取り組んでいきます。また、海外市場に
ついても研究していきたいと考えております。

ロータリー式パイプ切断機

「ものづくり補助金活用事例紹介」シリーズ その52

有限会社嶋村化成
〒758‒0305　萩市大字吉部下1524番地２
TEL：08388‒6‒0241　FAX：08388‒6‒0033
URL：http://www.shimamurakasei.co.jp

『ポリエチレンパイプの切断処理の高度化等による付加価値向上と新用途開発』

平成26年度補正
（形　　態）　　ものづくり技術
（事業類型）　 　設備投資のみ
（会社概要）　 　明治20年創業、昭和28年６月「松

美屋醤油有限会社」として法人化。
製品は、醤油、かけ醤油、だし調
味料、食酢、ポン酢他を製造して
います。主力製品は、「殿さましょう
ゆ」で、独特の濃厚で円やかな甘みとコクは、県内外に多くのファンを持ち、好評
を得ています。

（事業概要）　 　かつて当社の主力製品であった「松陰漬」は、約12年前に原材料確保難から
製造を休止しました。お客様から復活を期待する声が多かったため、従前の「千石台だいこん」に加えて、
萩特産農産物の未利用部分を活用し、新たな「松陰漬」の開発・販売に取りくみました。

　　　　　　 　本事業では、量産化を図り、食品市場の開拓を目指すため、各工程で使用する機械設備（①スライ
ス工程：高速裁断機、②洗浄・脱水工程：油圧式圧搾機、③加熱殺菌工程：加熱調理機）を導入し、
また、委託加工していた製造工程の内製化も図りました。

代表取締役
土井　照仁 氏

　最近の消費支出では、「醤油」は減少傾向、
「めんつゆ・たれ類」は増加傾向にあり、主力
製品として「殿さましょうゆ」はあるものの
売上も伸び悩んでいます。このような状況を
打開するためにも、伝統の「松陰漬」の復活
は必要であり試作やテスト販売を行ってきま
した。
　今後は、「松陰漬」の原材料として「萩相島
スイカ」や「萩田屋ナス」等も想定しています。

松美屋醤油有限会社
〒758‒0011　萩市浜崎町281番地
TEL：0838‒22‒0963　FAX：0838‒26‒2877
URL：http:matumiya.sakura.ne.jp/

『萩特産農産物の未利用部分を使った「松陰漬」の開発と販路開拓』

高速裁断機 油圧式圧搾機 加熱調理器
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景況動向

岩国・柳井
地域

周南地域
防府・山口地域下関地域

宇部・山陽小野田
地域

萩・長門地域

業種別の景況
業　　　種 前年同月比 前月比

製

造

業

食 料 品 →

繊 維 工 業 →

木 材 ･ 木 製 品 →

印 　 刷 →

窯 業 ･ 土 石 製 品 →

一 般 機 器 →

輸 送 機 器 →

非
製
造
業

卸 売 業 →

小 売 業 →
商 店 街 →
サ ー ビ ス 業 →

建 設 業 →
運 輸 業 →
そ の 他 →

地 域 別 の 景 況

DI値
30以上 …………… 
10以上30未満 …… 
－10以上10未満 … 

－30以上－10未満 … 
－50以上－30未満 … 
－50未満 ………… 

製 造 業　
非製造業　

製 造 業　
非製造業　

製 造 業　
非製造業　

製 造 業　
非製造業　 製 造 業　

非製造業　

製 造 業　
非製造業　

　７月の業種別景況の前月比ＤＩ値は14業種の
内、好転が４業種、悪化が４業種、前月同等が
６業種となり、全体の景況感はほぼ横這いで
あった。
　小売業、商店街では夏祭りやセール等により
売上が増加し、建設業、運輸業でも売上が増加
の模様である。一方、繊維工業、一般機器、卸
売業、サービス業では、受注・売上の減少の報
告である。
　相変わらずの人手不足、採用難が続いており、
将来を担う人材不足を懸念する声も出ている。

月次景況調査結果
※DI値（前年同月比）＝増加・好転組合割合－減少・悪化組合割合

（表については、情報連絡員60名の他に、中央会が聞き取り等で集めた20組合のデータが加算されています。）

平成29年７月期
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景況動向

情報連絡員報告

製

造

業

食 料 品
○　職人をはじめ正社員、パートも不足。採用困難な状況が続いている。 （菓子製造業）
○　売上は対前年同月比でイーブン。７/20以降の平日は土曜日並の入館数。本格的に通販
に取り組むこととし、明治維新150年関連企画も進行中。 （水産食料品製造業）

繊 維 工 業
○　６月に引き続いて、厳しい状況が続いている。 （外衣・シャツ製造業　下関市）
○　７月末から８月盆休み前の納期に追われバタバタしているが、工場の営業力により９月以
降の受注にかなりの差が出そう。 （外衣・シャツ製造業　萩市）

木 材 ・
木 製 品

○　大型公共工事の着工で操業度は上がったが、工事費の入金が年末以降になりそうで、
資金繰りに窮する組合員が出そう。 （製材業・木製品製造業）

印 刷 ○　組合員企業によってバラツキはあるが、７月の印刷受注量がかなり落ち込んでいると報告
があった。 （印刷）

窯 業 ・
土 石 製 品

○　地球温暖化で体調に特に気をつけなければならない季節となった。高齢化で雇用人数を
増やす事も必要だが、先を考えると大きな賭けである。体調に気を付けながら、自分自身
が如何に動けるか考えなければならない。 （石工品製造業）

一 般 機 器
○　海外プラント関係の受注の動きが止まった。自動車関連の受注は横ばいの状況。相変ら
ずの人手不足。 （一般機械器具製造業　防府市）

○　機械検査、機械加工関係の下請企業の受注状況は引き続き安定している。
 （一般機械器具製造業　宇部市）

輸 送 機 器 ○　車輌部門は夏場を迎え作業高が少し低下しているが、秋以降は上昇に転ずる見込み。
精密加工部門も同様に踊り場の状態で様子見である。 （鉄道車両・同部品製造業）

非

製

造

業

卸 売 業
○　「いりこ」は前年同月比で230％の入庫だが、在庫は15.7％の減少。 （乾物卸売業）
○　“ふく” はシーズンオフとなり売先が無いので、冷凍物の在庫づくりをしている。鮮魚は暑
さのため入荷が少なく、価格が上昇している。 （生鮮・魚介卸売業）

○　猛暑が続き、飲料・製氷関連商品の売上が増加。 （各種商品卸売業）

小 売 業

○　中心市街地で夏祭りを開催したが、途中の通り雨にも関わらず、前年より人出が増加。
 （各種商品小売業　周南市）
○　ポイント倍セールで、最終３日間に商店街で使用できるお得な商品券交換を行うポイン
ト祭を２週間開催したところ、お客様の購買意欲が上がり、前月より各店舗の売上増加に
繋がった。 （各種商品小売業　下関市）

○　猛暑で衣料品店舗の売上不振。館内全店ベースの売上も前年を下回まわる状況。
 （各種商品小売業　長門市）

商 店 街

○　猛暑が続き、飲料・冷菓、夏物衣料の早期セールの期間に入り、各店ともに売上が好調。
「緩やかな持ち直し」の動きかとも考えられる。夏祭り期間でもあり、活気がある。
 （山口市）
○　暑さのせいなのか、客足が減少している。商店街としての目玉の店が６月一杯で２軒退
去し、景気の悪化を実感している。 （宇部市）

サービス業
○　雨の日が少なかったので客足もコンスタントにあるが、売上は例年通り。 （美容業）
○　「若い自動車整備士の確保が難しい」との声が聞こえてくる。 （自動車整備業）
○　観光バスの運転手不足が問題となっている。北九州朝倉、日田地方の水害により、九州
へのツアー等が風評被害のせいか減少している。 （旅行業）

建 設 業
○　各種積算単価も値上げされたので、前年よりも売上が増加しているが、ガードマンの人
件費が通常の価格より2,000円～3,000円値上げの工事もある。 （管工事業）

○　地区の建設業者は、低調なままである。悪い状況に慣れて、設備投資・人材確保・新
技術の導入等にも意欲が全然感じられない。 （土木工事業）

運 輸 業

○　鉄工素材の輸送は、中・近距離輸送がやや活発、輸出関係は横ばい。相変らずのドラ
イバー不足。働き方改革等は、中小の輸送業者にとっては大きな問題との声が多い。燃料
費は1.4円の値下げ。 （一般貨物自動車運送業）

○　売上は横ばいの状態で回復の勢いは弱く、むしろ減少傾向に感じる。夏祭り等の行事が
開催されるが、需要は予断を許さない状況。 （一般旅客自動車運送業）

そ の 他 ○　需要は多いが、供給の面で職員の質に多少問題を抱えている。 （介護事業）

　地区・業種を代表する県内組合の役職員60名の方から、毎月、業界の景気動向等に関する情報を収集・分析し、行
政・関係機関に情報提供しています。
　また、中央会ホームページ（http://axis.or.jp/）の「月次景況調査」にも掲載していますのでご活用下さい。

平成29年７月期
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お知らせ

「平成29年度中小企業者に
関する国等の契約の基本
方針」が閣議決定
　国は、官公需における新規中小企業を含む中小企
業・小規模事業者の受注機会の増大を図るため、上
記の「基本方針」が毎年策定し、公表しています。

中小企業庁ホームページ
　 http://www.chusho.meti.go.jp/keiei/torihiki/
2015/150828houshin.htm

１．国等の中小企業者向け契約の目標
　中小企業・小規模事業者向け契約目標金額
 3兆8,185億円
　　　　　　　　　　　　　　契約目標率 55.1％
２．平成29年度に新たに講ずる主な措置
　①知的財産権の取り扱いの明記
　②中小企業・小規模事業者の資金繰りへの配慮
　③最低賃金額の改定に伴う契約金額の見直し

＊ 「官公需」とは、国や公団、地方公共団体等が、
物品を購入、サービスの提供を受ける、工事を
発注することをいいます。共同受注体制の整っ
ている事業協同組合は、『官公需適格組合』とし
て中小企業庁より証明を受けることができます。

お知らせ 国家試験 平成29年度（後期）

技能検定試験
技能五輪山口県予選大会
働く人々の技能を証明する国家検定試験です。
高度な技能を国や県が公に認めたことが証明されます。

●受検申込期間　10月２日㈪～10月13日㈮まで
● 受検案内（受検申請書）は当協会、市町役場労働担当課、職
業安定所等に用意しています。
●検定実施職種

機械検査／農業機械整備／◎冷凍空気調和機器施工／
◎石材施工／◎建築大工／かわらぶき／◎配管／鉄筋施工／
防水施工／ガラス施工／◎機械・プラント製図　等

◎印は技能五輪山口県予選大会職種
（平成７年１月１日以降に生まれた者が予選大会に出場できます。）
　また、後期試験では特級の検定が実施されます。

お問い合せ先

山口県職業能力開発協会
山口市旭通り二丁目９-19　山口建設ビル３階
☎ 083‒922‒8646
■ホームページでも技能検定のご案内をしています。
　http://y-syokunou.com/

平成29年度「年次有給休暇の取得
促進キャンペーン」の実施について
　やまぐち働き方改革推進会議では、働き方改革を
進め、県民の皆さんのワーク・ライフ・バランスを
推進するため、県内一斉に、年次有給休暇の取得促
進キャンペーンを実施しています。
　事業所の皆様のキャンペーン参加をお願いします。

【テーマ】
長時間労働の縮減に向けた「年次有給休暇の取得促進」

【キャンペーン参加事業所の募集】
⑴　参加単位
　 山口県内に所在する事業所（工場、事務所、営業所、
商店、旅館、学校、病院、役所等）
⑵　参加の方法・応募締切
　 「参加申込・実績報告用紙」に必要事項を記載の上、
応募してください。

【応募締切】　平成29年10月２日㈪　17時まで

＊ 「参加申込・実績報告用紙」、取組実績の報告・
応募締切、キャンペーンの結果公表等、詳細はこ
ちらをご覧ください。
　 http://www.pref.yamaguchi.lg.jp/press/201706/037635.html

【お問い合わせ先】
　山口県　商工労働部　労働政策課　働き方改革推進班
　電　話：083-933-3221
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第１部　13：30～15：00
　基調講演　「就業規則の再チェックによるトラブル防衛策」
　　　　　　　○ 出張相談窓口や専門家派遣での就業規則関連指導事例

より
　　　　　　　　 就業規則を作りたい！　就業規則これでいいの？　法

改正に対応してる？
　　　　　　　　 労働時間、割増賃金、有給休暇、パートタイマー…理

解されてる？　etc
 特定社会保険労務士　上條　昭夫　氏
第２部　15：00～16：00
　15：00～15：30
　施策説明①　「業務改善助成金の概要と申請のポイント」
　　　　　　　～専門家派遣・相談等支援事業におけるコーディネーター活動支援より～
　　　　　　　　山口県最低賃金総合相談支援センター
　 メイン・コーディネーター　岩井　實雄　氏
　15：30～16：00
　施策説明②　「キャリアアップ助成金の概要」
　　　　　　　～非正規雇用労働者のキャリアアップに取り組む事業者を支援します！～
　　　　　　　　山口労働局職業安定部職業対策課
 地方雇用開発担当官　畑野　耕一　氏

中央会ＰＲ

業務改善普及推進セミナー（第１回）のご案内

●開催概要●
◆日　時　平成29年９月15日㈮
◆場　所　山口グランドホテル
　　　　　「３Ｆ末広の間」
　　　　　（山口市小郡黄金町１-1）
　　　　　電話　083-972-7777
◆定　員　50名（先着順）
◆参加費　 無料
◆主　催　山口県中小企業団体中央会 
　　　　　 山口県最低賃金総合相談支

援センター

～労務改善しながら経営改善できる、とっておきのお話です！～

●セミナーの内容＆講師の紹介●

山口県中小企業団体中央会　山口市中央４-５-16　山口県商工会館
TEL 083-922-2606　　FAX 083-925-1860
URL http://axis.or.jp 担当：浦川

問
い
合
せ
先

平成29年度組合等情報化推進研修

山口県中小企業団体中央会　担当：藤井・松村　　TEL 083-922-2606問い合せ先

開催目的
　組合役職員並びに組合を構成する中小企業の役職員等を対象に、業務の効率化やＩＴレベルの向上を図
るため、研修会を開催します。
コース
【情報管理】
　 あなたの仕事をスムーズにする書類管理のいろは
　　講師　片づけパンダ　代表　中村　美夕紀 氏

【POP等制作】
　 パワーポイントでつくるチラシ、POP制作講座
　　講師　有限会社アオイ　早稲田　真弓 氏

コース名・講師 内容 開催日時 場所 定員 テキスト代

【情報管理】
講師

中村　美夕紀 氏

１　整理のキホンとモノの管理
２　書類の種類と分類
３ 　ファイリングとファイリングシステム
４ 　ファイリングシステムで効率アップ

平成29年
10月13日㈮
10:00～16:00

「サンフレッシュ山口」
山口市湯田温泉５-５-22
☎ 083-933-0001

25名 無料

【POP等制作】
講師

早稲田　真弓 氏

１　パワーポイントの基本
２　パワーポイント作成実習
３　チラシ、POP等作成実習

平成29年
10月16日㈪
10:00～16:00

西部会場
「下関市生涯学習プラザ」
下関市細江町３-1-１
☎ 083-231-1234

10名

1,296円
（税込み）

平成29年
10月19日㈭
10:00～16:00

中部会場
「サンフレッシュ山口」
山口市湯田温泉５-５-22
☎ 083-933-0001

10名



きらり★　
人材レター
きらり★　
人材レター

山口県中小企業団体中央会
〒753-0074　山口市中央４丁目５番16号
　　　　　　山口県商工会館６階
☎ 083-922-2606　 Fax 083-925-1860
HP http://axis.or.jp/

印刷製本　株式会社 桜プリント社

　山口県中小企業組合士会前会長の的場さんは、山口県北西部生コンク
リート協同組合の専務理事を務められると共に、山口県中小企業組合士会
の会長を３期６年務められ、中小企業組合士の制度普及や地位向上にご尽
力されました。
　中小企業組合士は、組合の事務局で働いている役職員の方等に、職務
を遂行する上で、必要な知識に関する試験を行い、試験合格者の中から
一定の実務経験を持つ方に、中小企業組合士の称号を与える制度です。
その組合士を主たる会員として設立された団体が、中小企業組合士会で
す。
　「組合士会の会長は退きますが、これからも、１組合士として、組合士
の地位向上と組合士会の発展をサポートしていきたいです。」と語ってお
られました。

☆山口県中小企業組合士会
　〒753-0074　山口市中央四丁目５番16号　☎ 083‒922‒2606

2017Sep

山口県中小企業組合士会前会長の的場弘司さん

１．日　　時　平成29年10月26日㈭　午後１時～４時
２．場　　所　キッセイ文化ホール（長野県松本文化会館）長野県松本市水汲69-2
３．スローガン　団結は力　見せよう組合の底力！
　　　　　　　～地方創生は連携による地域力アップと強力な発信～
４．参 加 者　約2,500名
５．来　　賓　関係大臣、政党代表、中央・地方関係機関の長
６．参 加 料　１人　6,000円
７．主　　催　全国中小企業団体中央会、長野県中小企業団体中央会
お問い合わせ先　山口県中央会　管理・企画課　☎083-922-2606（担当：平田・松村）

中小企業団体全国大会のご案内


